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10月9日（土） 09:00~09:30

Ｂ会場 Ｃ会場 Ｄ会場 Ｅ会場 Ｆ会場 Ｇ会場 Ｈ会場 Ｉ会場 J会場

一般講演
〈ホットイシュー〉
アカデミック研究からの
イノベーション創出、そ
のマネジメントと評価①

一般講演
〈ホットイシュー〉
科学技術と社会のコミュ
ニケーションを再考する
①

一般講演
〈ホットイシュー〉
新興国市場台頭、市場
グローバル化に対応し
た研究・技術開発・マネ
ジメント①

一般講演
産官学連携①

一般講演
〈ホットイシュー〉
『科学技術イノベーショ
ン政策の科学』の推進
①

一般講演
標準化①

一般講演
地域科学技術研究①

JWSE企画セッション①
21世紀の女性技術者

座長　佐久田 昌 治 座長　石 塚 隆 男 座長　近 藤 正 幸 座長　奥和田 久 美 座長　赤 池 伸 一 座長　江 藤 　学 座長　勝 本 雅 和 司会　吉祥 瑞枝

9:00 1B01
国立大学による出願
特許の分析：東海３
県の国立大学の事
例から
○細野光章（文科
省・科学技術政策
研）

1C01
政策立案及び公的
研究開発のための
社会問題抽出手法
の検討（その１）諸外
国先進事例における
社会問題抽出手法
○治部眞里，川原武
裕，石黒　傑（科学
技術振興機構），柿
崎　平，南條有紀，
山崎香織，田中浩
史，増山綾香（日本
総研），佐久田昌治
（日大）

1E01
電気電子領域の研
究活動の東アジアシ
フト
○白川展之，野村
稔，古川貴雄，奥和
田久美（文科省・科
学技術政策研）

1F01
地域イノベーション
創出総合支援事業
の事例を基にした大
学の研究成果の活
用方法について
○小西　隆（科学技
術振興機構）

1G01
大転換期における科
学技術・イノベーショ
ン政策の推進強化
○旭岡勝義（社会イ
ンフラ研究センター）

1H01
新興国市場での標
準活用戦略
○高梨千賀子（立命
館大）

1I01
都道府県における科
学技術振興ビジョン
等の特性比較
○三橋浩志（文科
省）

9:15 1B02

アカデミック研究から
のイノベーション創
出のプラットフォーム
としてのNPO法人の

可能性

○茶山秀一（文科
省・科学技術政策
研），石黒　周（研究
開発型NPO振興機
構），小嶋典夫（山形
大）

1C02
政策立案及び公的
研究開発のための
社会問題抽出手法
の検討（その２）我が
国における社会問題
抽出・重要度評価の
試み
○治部眞里，川原武
裕，石黒　傑（科学
技術振興機構），柿
崎　平，南條有紀，
山崎香織，田中浩
史，増山綾香（日本
総研），佐久田昌治
（日大）

1E02
鉄鋼・金属材料分野
における日本の研究
開発の国際性の評
価
○玉城わかな，奥和
田久美（文科省・科
学技術政策研）

1F02
日本の大学等発ベ
ンチャーの現状分
析：2009年度大学等
発ベンチャーへのア
ンケート調査より
○小倉　都（文科省・
科学技術政策研）

1G02
「政策のための科
学」形成への示唆─
欧（PRO INNO）米
（SoSP ＆ SciSIP）比
較の視点から─
○平澤　泠 （ナレッ
ジフロント），吉澤
剛（東大），田原敬一
郎（未来工研）

1H02
事前標準を前提とし
たビジネスモデル
○内田康郎（富山
大）

1I02
「長崎県新科学技術
振興ビジョン」の策定
戦略
○中村　修，野中一
宏，西村一宏，上原
哲之，稲田雅厚（長
崎県科学技術振興
局）

9:30

9:00~10:00
パネル討論

挨拶
○池島政広（亜細亜
大学大学院アジア・
国際経営戦略研究
科委員長）

パネリスト
○玄間千映子（アル
ティスタ人材開発研
究所）
○小宮　泉（科学技
術振興機構）
○椿美智子（電通
大）

コメンテーター
○弘岡正明（テクノ
経済研究所　）

※ 各会場の講演番号、講演題目及び講演者の項目は各講演要旨へリンクしています。但し、リンクされない項目もあります。 
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10月9日（土） 09:30~10:30

Ｂ会場 Ｃ会場 Ｄ会場 Ｅ会場 Ｆ会場 Ｇ会場 Ｈ会場 Ｉ会場 J会場

9:30 1B03

米国におけるリサー
チアドミニストレー
ターの役割と我が国

への導入方策

○高橋　宏，北澤宏
一（科学技術振興機
構）

1C03
アウトリーチ活動実
態の研究機関評価
への利用可能性
○小林俊哉（富山
大），緒方三郎（北陸
先端科学技術大学
院大）

1E03
研究者の流動性に
注目したロボティクス
研究の国際比較
○古川貴雄，白川展
之，奥和田久美（文
科省・科学技術政策
研）

1F03
大学発ベンチャーの
パフォーマンスに影
響を与える要因に関
する実証分析
○平井祐理，渡部俊
也（東大），犬塚　篤
（岡山大）

1G03
SciSIPプログラムの
内容分析
○吉澤　剛（東大），
平澤　泠（ナレッジフ
ロント），田原敬一郎
（未来工研）

1H03
ソフトウェアプロセス
標準化における組織
改善の学習モードモ
デル
○艸薙　匠（東芝／
北陸先端科学技術
大学院大），杉原太
郎，井川康夫（北陸
先端科学技術大学
院大）

1I03
地域産業クラスター
の競争優位の形成と
技術開発─鹿児島
県の焼酎産地の事
例─
○佐脇政孝（産総
研）

9:45 1H04
無線通信システムの
標準化成功要因に
ついて
○大島等志，宮崎久
美子（東工大）

一般講演
技術経営①

座長　渡 部 俊 也

10:00 1B05

討論

1D05
日本企業の研究開
発／製品開発の動
向：３年間の時系列
調査の結果より
○濱岡　豊（慶應大）

1E05
グローバル環境ビジ
ネスのフレームワー
ク
○尾崎弘之（東京工
科大）

1F05
金融機関版
Proprius21：金融機
関を通じた中小企業
との産学連携
○筧　一彦（東大），
大田与洋（東大／
NEDO），荒又幹夫
（東大）

1G05
日米英の科学技術
イノベーション政策
形成プロセスの比較
○北場　林，林　幸
秀（科学技術振興機
構）

1I05
地域中小企業のイノ
ベーション創出を促
進する公設試の機
能
○林　聖子（日本立
地センター），田辺
孝二（東工大）

JWSE企画セッション②
21世紀の女性技術者

司会　鳥井　弘之

10:15 1C06
討論

1D06
産総研方式「社会
ニーズ測定法」の開
発と試行
○佐脇政孝，森　郁
惠，森本慎一郎（産
総研）

1E06
BOPビジネスにおけ
るR&Dの新しいス
キーム
○肥本英輔（日本能
率協会）

1G06
エビデンスベースの
科学技術政策の実
現に向けたイノベー
ションデータベース
の構築
○元橋一之（東大），
鈴木　潤（政策研究
大学院大）

1H06
幹細胞技術の標準
化：技術分類と検討
フレームワークの提
案
○仙石慎太郎（京
大），隅藏康一（政策
研究大学院大），沖
俊彦（東大）

10:15~11:45
パネル討論
（出演者は次頁）

10:30

1G04
政策科学と科学技
術イノベーション政
策の科学
○田原敬一郎（未来
工研），吉澤　剛（東
大），平澤　泠（ナ
レッジフロント）

1I04
地域科学技術イノ
ベーション政策にお
ける国と地方公共団
体の機能分担に関
する考察
○岡本信司（文科
省）

1B04
分析をすると言うこと
は、なにをしさえす
ればよいのか
○江崎通彦（DTCN
インタナショナル）

1F04
利益相反のマネジメ
ントの現状と課題─
米国の動向からの検
討
○西尾好司（富士通
総研）

1E04
我が国におけるサー
ビスロボットの事業化
に関する一考察
○大重　隆，金山恒
二（NEDO）

1C05
安全性の論証構造
を用いた関係者間コ
ミュニケーションの共
有プラットフォーム
○大澤英昭，日置一
雅，牧野仁史，仙波
毅，梅木博之（日本
原子力研究開発機
構），高瀬博康（クイ
ンテッサジャパン）

1C04
伝統工芸MOT教育
におけるマーケティ
ング教材の開発
○緒方三郎，加藤
明，小林一也（北陸
先端科学技術大学
院大）

1H05
ITUとIETF─技術標
準に対する思想の違
いが技術軌道に与
える影響について─
○石松宏和，杉原太
郎，井川康夫（北陸
先端科学技術大学
院大）

※ 各会場の講演番号、講演題目及び講演者の項目は各講演要旨へリンクしています。但し、リンクされない項目もあります。 
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10月9日（土） 10:30~11:15

Ｂ会場 Ｃ会場 Ｄ会場 Ｅ会場 Ｆ会場 Ｇ会場 Ｈ会場 Ｉ会場 J会場

10:30 討論続き 1D07
イノベーションの消
費扇動信号と消費
者のイノベーション
誘発信号の共鳴─
経済的機能を超えた
超機能の協創
○渡辺千仭（東京成
徳大／シンガポール
国立大）

1E07
討論

1G07
討論

10:45

一般講演
〈ホットイシュー〉
アカデミック研究からの
イノベーション創出、そ
のマネジメントと評価②

一般講演
〈ホットイシュー〉
科学技術と社会のコミュ
ニケーションを再考する
②

一般講演
技術経営②

一般講演
〈ホットイシュー〉
新興国市場台頭、市場
グローバル化に対応し
た研究・技術開発・マネ
ジメント②

一般講演
科学技術と大学

一般講演
〈ホットイシュー〉
『科学技術イノベーショ
ン政策の科学』の推進
②

一般講演
標準化②

一般講演
地域科学技術研究②

座長　高 橋 　宏 座長　標 葉 隆 馬 座長　渡 辺 千 仭 座長　尾 崎 弘 之 座長　岡 本 信 司 座長　鈴 木 　潤 座長　元 橋 一 之 座長　西 尾 好 司

11:00 1B08

アカデミック・イノ
ベーション・マネジメ

ント①： 大学・公的
研究機関における科

学技術経営

○仙石慎太郎，小玉
裕之（京大）

1C08
理数教育と社会のコ
ミュニケーション
○岩渕晴行（科学技
術振興機構）

1D08
製造業の競争力を
強化する「生産技術
経営」─生産技術部
門の連携に関する一
考察─
○清野武寿（東芝），
京増信夫（セイコー
インスツル），野村重
夫（沖電気）

1E08
海外展開中心の研
究開発型中小企業と
研究開発独法との製
品開発マネジメント
の連携
○根本正博，呉田昌
俊，美留町厚（日本
原子力研究開発機
構），下平　武，下平
克彦（田中科学機器
製作）

1F08
我が国主要大学・主
要研究拠点と世界
トップレベル機関と
の比較分析調査（そ
の１）大学のベンチ
マーキング調査
○佐久田昌治（日
大），南條有紀，石
塚冬樹，大木登志
枝，岡元真希子，原
田喜浩，粟田　輝
（日本総研），桑原輝
隆，永田晃也，上野
彰，長谷川光一，大
西宏一郎（文科省・
科学技術政策研）

1G08
エビデンスに基づく
科学技術イノベー
ション政策形成のた
めの「科学技術イノ
ベーション政策の科
学」構築に向けて
○岡村麻子，赤池伸
一，黒田昌裕，有本
建男，長野裕子，佐
藤　靖（科学技術振
興機構）

1H08
研究開発成果として
の標準化
○江藤　学（一橋
大），伊神正貫（文科
省・科学技術政策
研），伊地知寛博（成
城大），長岡貞男（一
橋大）

1I08
地域イノベーション・
システム研究に関す
る一考察
○平田　実，永田晃
也（九州大）

11:15

挨拶
○中原恒雄（日本工
学アカデミー名誉会
長，本学会元会長）

パネリスト
○板倉周一郎（文部
科学省基盤政策課
長）
○小口幸成（神奈川
工科大学名誉教授
［前学長］，鴎友学園
理事長）
○松本和子（東京理
科大学准教授）
○長谷川幹雄（東京
理科大学准教授）

コメンテーター
○今井兼一郎（IHI
元専務取締役）

※ 各会場の講演番号、講演題目及び講演者の項目は各講演要旨へリンクしています。但し、リンクされない項目もあります。 
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10月9日（土） 11:15~12:00

Ｂ会場 Ｃ会場 Ｄ会場 Ｅ会場 Ｆ会場 Ｇ会場 Ｈ会場 Ｉ会場 J会場

11:15 1B09

アカデミック・イノ
ベーション・マネジメ

ント②： 21世紀COE
プログラムの研究促

進効果の実証分析

○福澤尚美，依田高
典（京大）

1C09
聴者にも演者にも有
意義な科学・技術コ
ミュニケーションの場
○谷口邦彦

1D09
組込みソフトウェアに
おける生産技術の戦
略的ロードマッピン
グ
○河野智樹（立命館
大／オムロンソフト
ウェア），香月祥太郎
（立命館大）

1E09
日本企業の中国に
おける研究開発と米
国における研究開発
の比較
○近藤正幸（横国
大），松井　功（研究
産業協会）

1F09
我が国主要大学・主
要研究拠点と世界
トップレベル機関と
の比較分析調査（そ
の２）研究拠点のベ
ンチマーキング調査
○南條有紀，石塚冬
樹，大木登志枝，原
田喜浩，岡元真希子
（日本総研），佐久田
昌治（日大），桑原輝
隆，永田晃也，上野
彰，長谷川光一，大
西宏一郎（文科省・
科学技術政策研）

1G09
政府の科学技術イノ
ベーション戦略の経
済・非経済効果の測
定手法に関する考
察
○赤池伸一，岡村麻
子（科学技術振興機
構）

1H09
国際標準化と知財マ
ネージメント─技術
立国・知財立国のジ
レンマとその克服に
向けて─
○小川紘一（東大）

1I09
特許生産の空間配
置に関する実証分
析─化学メーカーを
例に─
○鈴木憲之，勝本雅
和（京都工芸繊維
大）

11:30 1B10

アカデミック・イノ
ベーション・マネジメ

ント③： 異分野融合
型研究拠点のマネジ

メントと評価

○安西智宏（東大），
草間亮一，仙石慎太
郎（京大）

1C10
科学技術コミュニ
ケーションの著され
かた
○齋藤芳子，戸田山
和久（名古屋大）

1D10
半導体製造装置サ
ブシステムにおける
技術伝播─ターボ分
子ポンプのケース─
○四十宮隆俊，藤村
修三（東工大）

1E10
中国の技術流通市
場─専利ライセンス
登録データの分析
─
○渡部俊也，李　聖
浩（東大）

1F10
国立大学教授就任
に係る異動・昇格に
関するカテゴリカル
データ分析
○細坪護挙（文科
省・科学技術政策
研）

1G10
客観的根拠に基づく
政策形成に向けて
─「政策のための科
学」の推進─
○柿田恭良，斉藤卓
也，原　裕，下村智
子，宮地俊一（文科
省）

1H10
「標準化」の多様性
─概念整理の試み
─
○妹尾堅一郎（東大
／NPO法人産学連
携推進機構），伊澤
久美，金尾良子，藤
本　徹（NPO法人産
学連携推進機構）

1I10
人的資本の空間集
積に関する経済効
果分析
○勝本雅和（京都工
芸繊維大）

11:45 1B11

基礎研究からの技術
イノベーション創出
ダイナミズム─科学
技術振興機構戦略
的創造事業の事例

─

○中川正広，吉田秀
紀，佐々　正（科学
技術振興機構）

1C11
内外の科学学術雑
誌の比較から見えて
くるもの
○石塚隆男（亜細亜
大）

1D11
インクジェット市場創
出期の関連企業
R&Dマネジメント差
に関する考察：公開
特許発明者数分析と
技術選択の視点から
○橋本　健，藤村修
三（東工大）

1E11
製品開発の適応と市
場成果─中国市場
における日本企業の
製品開発とその背景
─
○伊藤善夫（亜細亜
大）

1F11
文理融合プロジェク
トの推進に向けた研
究者の意識─アン
ケート調査に基づく
分析─
○丸山浩平，一ノ瀬
貴，小林直人，中島
啓幾（早大）

1G11
科学技術イノベー
ション政策の科学の
推進における国立シ
ンクタンクの役割
○牧慎一郎（文科
省・科学技術政策
研）

1H11
国際標準化は目的
か─「国際標準化」
政策における注意点
─
○妹尾堅一郎（東大
／NPO法人産学連
携推進機構）

1I11
地域産業と地域イノ
ベーションシステム
の進化過程に関する
実態分析
○外枦保大介（文科
省・科学技術政策
研）

12:00

※ 各会場の講演番号、講演題目及び講演者の項目は各講演要旨へリンクしています。但し、リンクされない項目もあります。 
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10月9日（土） 12:00~13:00

Ｂ会場 Ｃ会場 Ｄ会場 Ｅ会場 Ｆ会場 Ｇ会場 Ｈ会場 Ｉ会場 J会場

12:00 1B12

科学研究における技
術成熟度の変化に
伴う効果的なコラボ
レーションマネジメン
トの変化─太陽電池

研究を事例に─

○友澤孝規，梶川裕
矢（東大），武田善行
（千葉工大），元橋一
之（東大）

1C12
テクノロジーアセスメ
ントとコミュニケーショ
ンに求められる資質
は何か？
○吉澤　剛（東大）

1D12
水平分業化に対す
る日本の電子部品
メーカーの戦略分析
○桑原　功，長田
洋（東工大）

1E12
大連ハイテクパーク
における日・中企業
の共進的内生化過
程分析
○藤　祐司（新潟大）

1F12
米国における安全保
障関連諸規制と学術
研究─競争力強化
論議を背景とした新
たな展開
○遠藤　悟（東工大）

1G12
科学技術予測のテ
キストにおける意味
あるメッセージの自
動抽出
○奥和田久美，横尾
淑子（文科省・科学
技術政策研），小関
悠，鵜戸口志郎（三
菱総研）

1H12
事業戦略における
「標準マネジメント」
─事業に資する標
準の使い方を整理
する─
○妹尾堅一郎（東大
／NPO法人産学連
携推進機構），伊澤
久美，金尾良子，藤
本　徹（NPO法人産
学連携推進機構）

1I12
新聞記事データ・
ベースを利用した伝
統産業盛衰要因の
一考察
○山下幸裕，中森義
輝（北陸先端科学技
術大学院大）

12:15 1B13
討論

1C13
討論

1D13
技術革新のタイムラ
グ─自動車エレクト
ロニクスの開発事例
○朱　穎（九州大）

1E13
インド特許法2005 年
改正に盛り込まれた
セーフガード条項の
製薬産業へのインパ
クト軽減効果にかか
る検証
○三森八重子（東工
大）

1G13
討論

1H13
知的財産活動に関
する標準化活動に
係る定量データの収
集手法の再現性及
びデータを活用した
イノベーション活動
の評価方法につい
ての研究
○田村　傑（早大）

12:30 1E14
討論

12:45

13:00 休憩

10月9日（土） 13:30~13:45

総　会

10月9日（土） 13:45~14:15

会長講演

坂	 倉	 省	 吾　　（本学会会長）

「初期のＭＯＴと研究･技術計画学会の創立およびその後」

A会場（1階 200教室）

A会場（1階 200教室）

※ 各会場の講演番号、講演題目及び講演者の項目は各講演要旨へリンクしています。但し、リンクされない項目もあります。 
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10月9日（土） 14:15~14:45

表彰式（功労賞）

10月9日（土） 14:45~15:15

表彰式（学会賞・論文賞），表彰者講演

学会賞受賞者：	 宮崎	 久美子	 氏（東京工業大学大学院イノベーションマネジメント研究科）

「この２０年間で行って来た技術経営戦略に関する研究について」

論文賞受賞者：	 姜　　娟　氏　（東京大学政策ビジョン研究センター）

「『イノベーション政策』の概念変化に関する考察―ＯＥＣＤの政策議論を中心とする―」

10月9日（土） 15:30~16:00

特別講演

池	 島	 政	 広　　（亜細亜大学大学院アジア・国際経営戦略研究科委員長、前亜細亜大学学長）

「中国版ＭＯＴ：巨大市場を掴む戦略的技術経営」

10月9日（土） 16:00~17:30

パネルディスカッション 「日本企業のアジア展開」

パネリスト

北	 川	 亮	 一　　（アサヒビール株式会社国際部長）

「アサヒビールの中国・アジア戦略」

金	 　	 堅	 敏　　（株式会社富士通総研主席研究員，亜細亜大学大学院講師）

「事例から見た中国中間層市場開拓のあり方」

高	 島	 大	 浩　　（日本貿易振興機構［ジェトロ］総務部広報課長）

「タイを中心とした日本企業の進出と市場開拓の課題」

柳	 原	 秀	 基　　（日産自動車株式会社新車生産技術部エキスパートリーダー）

「ものづくりの変遷とアジア戦略」

司　会

後	 藤	 康	 浩　　（日本経済新聞社編集委員，亜細亜大学大学院講師）

A会場（1階 200教室）

A会場（1階 200教室）

A会場（1階 200教室）

A会場（1階 200教室）
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10月10日（日） 09:00~09:30

Ｂ会場 Ｃ会場 Ｄ会場 Ｅ会場 Ｆ会場 Ｇ会場 Ｈ会場 Ｉ会場 J会場

一般講演
〈ホットイシュー〉
科学技術政策における
国の役割

一般講演
国際競争力・産業競争
力①

一般講演
分野別のR&Dマネジメ
ント①

一般講演
〈ホットイシュー〉
『科学技術イノベーショ
ン政策の科学』の推進
③

一般講演
知的財産権①

一般講演
産官学連携②

一般講演
〈English Session〉
R&D Management and
Competition

座長　小 林 直 人 座長　玉 田 俊平太 座長　加 藤 敦 宣 座長　小 林 信 一 座長　田 辺 孝 二 座長　隅 藏 康 一 座長　藤 原 孝 男

9:00 2G01
政策形成に関与す
る科学に係る行動規
範について
○佐藤　靖，有本建
男（科学技術振興機
構）

2H01
生物多様性条約に
おける研究材料と研
究成果の取り扱いに
関する考察
○楢原清史，加藤
浩（日大）

2I01
民間企業が研究連
携先に選ぶ大学の
評価要素
中山保夫，○細野光
章（文科省・科学技
術政策研）

一般講演
研究開発システムとモ
デル

一般講演
科学社会学

座長　名 取 　隆 座長　調  麻佐志

9:15 2B02
地域イノベーションク
ラスタープログラムに
おける研究プロジェ
クトの統合性・ステー
ジング検証
○大津留榮佐久（福
岡県産業・科学技術
振興財団）

2C02
日・米・英における国
民の科学技術に関
する意識の比較調
査─2009年3月調査
─
○栗山喬行（文科
省・科学技術政策
研）

2D02
個の医療を実現可
能にする日本の新産
業創成にかかる考察
○千田一貴
（Rainbow
BioScience, LLC）

2E02
「第２回全国イノベー
ション調査」による企
業のイノベーション
活動に関する考察
○西川浩平（文科
省・科学技術政策
研）

2F02
創薬研究開発イノ
ベーションの再評価
─市場牽引型研究
開発の意義
○高橋義仁（専修
大）

2G02
科学技術イノベー
ション政策の科学の
ための分析手法の
動向
○梶川裕矢，坂田一
郎（東大）

2H02
生物多様性条約と知
財制度の調和に関
する一考察
○加藤　浩（日大）

2I02
民間企業の研究開
発に関する実態調
査の２次分析：研究
開発の外部連携を
中心に─研究産業
協会「平成21年度民
間企業の研究開発
動向に関する実態
調査」─
○尹　諒重（名古屋
商科大），大田与洋
（東大／研究産業協
会），松井　功（研究
産業協会）

2J02
Analytical
Framework for the
Study of the
Emergence and
Evolution of New
Innovation Systems
○Alfonso AVILA-
ROBINSON, Kumiko
MIYAZAKI（Tokyo
Institute of
Technology）

9:30

2J01
Identification and
Comparison of
Innovation Patterns
of Firms in Four
Service Industries by
Analyzing Patents
○Hyejin LEE,
Kumiko MIYAZAKI
（Tokyo Institute of
Technology）,Yeonhe
e LEE（GSTEP）

2F01
新薬研究開発の成
功に影響を与える要
因の分析─アンジオ
テンシンⅡ受容体拮
抗薬研究開発の事
例分析より─
○奥山　亮，長田
洋（東工大）

2E01
トップシェア企業およ
び業界内順位変動
に関する実証分析
○田淵泰男（国士舘
大）

2D01
科学技術情報政策
に求められる視点─
日本におけるその
“根拠”をめぐる議論
をふまえて
○前田知子（政策研
究大学院大）

※ 各会場の講演番号、講演題目及び講演者の項目は各講演要旨へリンクしています。但し、リンクされない項目もあります。 
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10月10日（日） 09:30~10:15

Ｂ会場 Ｃ会場 Ｄ会場 Ｅ会場 Ｆ会場 Ｇ会場 Ｈ会場 Ｉ会場 J会場

9:30 2B03
論文共著者で見る
研究者の組織内ネッ
トワーク─研究組織
マネジメントの可視
化の試み─
○村田賢彦（産総
研）

2C03
環境制約を考慮した
ライフスタイルの評価
構造抽出と社会的受
容性に関する分析
○瀧戸浩之，古川柳
蔵，石田秀輝（東北
大），増田拓也（花
王）

2D03
米国エネルギー研
究に見られる課題解
決型の取り組み
○金子直哉，佐藤み
ず穂，有本建男（科
学技術振興機構）

2E03
外部支出研究費の
内訳─平成21年度
民間企業の研究活
動に関する調査結
果より─
○長谷川光一（文科
省・科学技術政策
研），永田晃也（九州
大），山内　勇（文科
省・科学技術政策
研），篠崎香織（東京
富士大），米山茂美
（文科省・科学技術
政策研）

2F03
希少疾病医薬品承
認・開発の現状およ
び国際比較
○西村由希子（東
大）

2G03
類似度分析を用い
た科学技術知識の
マッピング手法
○梶川裕矢，柴田尚
樹，坂田一郎（東大）

2H03
医薬品特許に関す
る国際的な分析調査
○加藤　浩（日大）

2I03
産学連携の一つの
モデルとしての「オー
プンコラボレーショ
ン」─東北大学江刺
研の実践から学ぶ─
○姜　娟（東大）

2J03
Open Innovation in
Robotic Software̶
Patterns and
Implications
○Zhongquan XIE,
Kumiko MIYAZAKI
（Tokyo Institute of
Technology）

9:45 2B04
技術知識の生成から
衰退まで─「民間企
業の研究活動に関
する調査」による基
礎データの整備─
○永田晃也（九州
大），長谷川光一，
山内　勇（文科省・科
学技術政策研），大
西宏一郎（大阪工
大），篠崎香織（東京
富士大）

2C04
ライフスタイル・ハ
ザードマップ作成手
法の高度化に関する
研究─家計調査を
用いて─
○増田拓也（花王），
古川柳蔵，石田秀輝
（東北大）

2D04
討論

2E04
日本企業のデザイン
マネジメント─平成
20年度民間企業の
研究活動に関する
調査結果より─
○長谷川光一（文科
省・科学技術政策
研），永田晃也（九州
大）

2F04
生物資源イノベー
ションの俯瞰図─農
林水産６次産業化へ
の一考察─
○妹尾堅一郎（東大
／NPO法人産学連
携推進機構），伊澤
久美（NPO法人産学
連携推進機構）

2G04
科学技術知識のマッ
ピング研究の現状と
今後の課題
○伊神正貫，阪　彩
香（文科省・科学技
術政策研），梶川裕
矢（東大）

2H04
企業M&Aと知的財
産マネジメント
○佐伯とも子（東工
大）

2I04
治療系医療機器の
医工連携に関する
研究（研究背景と仮
説）
○西平守秀（立命館
大）

2J04
Mobile technological
shift from 2G to 3G:
A review of scientific
research activities
○Muhammad
SURYANEGARA,
Kumiko MIYAZAKI
（Tokyo Institute of
Technology）

10:00 2B05
研究開発プロジェク
トの評価方法に関す
る実証的研究
○三橋章男，阿部
惇（立命館大），正野
記美代（塩野義製
薬）

2C05
食の機能化に対する
公衆の思考・行為フ
レームワークに関す
る実証的分析─
フォーカスグループ
インタビュー調査結
果を中心に─
○上野伸子（東大）

2E05
産業競争力強化に
向けた消費者特性
資源化の提案
○刀川　眞（文科省・
科学技術政策研／
室蘭工大）

2F05
科学の発明・発見の
関連要因
○額賀淑郎（文科
省・科学技術政策
研）

2G05
討論

2H05
ＪＡグループにおける
地域団体商標の出
願傾向
○妹尾　祥，佐伯と
も子（東工大）

2I05
知的創造サイクルの
再考
○西川洋行（大分
大）

2J05
Foreign Investment
and Development of
Water Business in
China: Based on
Option-Game
Approach
○YanYan FENG,
Takao FUJIWARA
（Toyohashi
University of
Technology）

10:15

※ 各会場の講演番号、講演題目及び講演者の項目は各講演要旨へリンクしています。但し、リンクされない項目もあります。 
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10月10日（日） 10:15~11:00

Ｂ会場 Ｃ会場 Ｄ会場 Ｅ会場 Ｆ会場 Ｇ会場 Ｈ会場 Ｉ会場 J会場

10:15 2B06
戦略情報活用型共
同イノベーションに
関する考察
○永井明彦，田辺孝
二（東工大）

討論続き 2H06
パテントトロール問題
における対策の検討
○山﨑亮平，加藤
浩（日大）

2J06
The Application of
Real Options
Method in New
Energy Vehicle R&D
Investment Project:
A Case Study of
BYD Auto in China
○Jie HAO, Takao
FUJIWARA
（Toyohashi
University of
Technology）

一般講演
〈ホットイシュー〉
アカデミック研究からの
イノベーション創出、そ
のマネジメントと評価③

一般講演
科学技術と社会・倫理
問題

一般講演
技術経営③

一般講演
国際競争力・産業競争
力②

一般講演
分野別のR&Dマネジメ
ント②

一般講演
知的財産権②

一般講演
産官学連携③

座長　仙 石 慎太郎 座長　吉 澤 　剛 座長　長谷川 光 一 座長　永 田 晃 也 座長　阿 部 仁 志 座長　加 藤 　浩 座長　齋 藤 裕 美

10:30 2H07
企業の組織再編
（M&A）が研究開発
効率に及ぼす影響
○石井康之（東京理
科大）

一般講演
〈ホットイシュー〉
『科学技術イノベーショ
ン政策の科学』の推進
④

座長　佐 藤　 靖

10:45 2B08
バイオ技術分野にお
けるアカデミック研究
との高いリンケージ
に関する考察
○玉田俊平太（関西
学院大）

2C08
キュリー夫人の理科
教室─デイジー
（DAISY）について
○吉祥瑞枝（サイエ
ンススタジオ・マリー
／東邦大）

2D08
MOT教育コア・カリ
キュラムの開発（２）
○久保元伸，上西
研（山口大）

2E08
社会資本の老朽化・
陳腐化とグローバル
政策─太平洋側工
業立地時代の終焉
─
○清家彰敏（富山
大），清　剛治（北陸
先端科学技術大学
院大）

2F08
総合電機メーカにお
ける技術力指標と政
府研究開発投資の
活用度の分析
○川名規之，宮崎久
美子（東工大）

2G08
日・欧の特許出願人
名の名寄せとその分
析
○鈴木　潤（政策研
究大学院大），元橋
一之（東大），Grid
Thoma（カメリーノ大）

2H08
技術的指標と経済的
指標を用いた特許の
価値評価
○木村　励，田中義
敏（東工大）

2I08
発表中止

11:00

2D07
MOT教育コア・カリ
キュラムの開発（１）
○久保元伸，上西
研（山口大）

2B07
大学・公的研究機関
における基礎研究の
製薬・バイオ企業へ
の貢献─発明者アン
ケートによる分析
○隅藏康一，齋藤裕
美（政策研究大学院
大）

2F07
イノベーションの創
造､普及と共同研究
における社会ネット
ワーク特性：CTス
キャナの特許データ
の分析より
○濱岡　豊（慶應大）

2E07
社会資本の老朽化・
陳腐化の動向と課題
○清　剛治（北陸先
端科学技術大学院
大），清家彰敏（富山
大）

2C07
Twitterによる参加型
ジャーナリズム実現
の可能性と報道機関
への影響
○青崎保好，杉原太
郎（北陸先端科学技
術大学院大）

2I07
産学官連携コーディ
ネート／マネジメント
人材と制度
○西川洋行（大分
大）

※ 各会場の講演番号、講演題目及び講演者の項目は各講演要旨へリンクしています。但し、リンクされない項目もあります。 
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10月10日（日） 11:00~11:45

Ｂ会場 Ｃ会場 Ｄ会場 Ｅ会場 Ｆ会場 Ｇ会場 Ｈ会場 Ｉ会場 J会場

11:00 編集委員会
論文投稿に関する
チュートリアルセッ
ション

11:15 2B10
バッテリー交換型EV
による社会的ソリュー
ション
○加藤敦宣（成城
大）

2C10
持続可能なサービス
経済のための科学
技術人材の役割
○白肌邦生（北陸先
端科学技術大学院
大），レイモンド・P・
フィスク（テキサス州
立大）

2D10
環境リサイクルにお
けるSustainabilityの
日本モデル　石油化
学工業界の構造転
換を通じたエコ・
ベースの新産業育
成
○八代英美（IMS／
芝浦工大）

2E10
アジア金型産業の国
際競争力の比較分
析：タイ、マレーシア
について
○馬場敏幸（法政
大）

2F10
知識集約的サービス
業におけるサービ
ス・イノベーション・マ
ネージメントの課題
○澤谷由里子，藤垣
裕子（東大）

2G10
産業財産権から見た
NEDOプロジェクト成
果の俯瞰分析
○前野武史
（NEDO），梶川裕
矢，坂田一郎（東大）

2H10
国家R&D投資にお
けるロイヤルティー
成果管理システムの
構築─韓国の事例
を中心に─
○都　桂薫，嚴　翼
天（韓国科学技術企
画評価院）

2I10
医療サービスサイエ
ンスの創成と医療専
門職の教育プログラ
ム開発
○神山資将（知識環
境研究会），池田
満，山崎友義，崔
亮（北陸先端科学技
術大学院大）

11:30 2B11
中小企業べースの
産学連携型イノベー
ションの効果的支援
の在り方
○原陽一郎（長岡
大）

2C11
科学技術概念の整
理・明確化の試み─
人間の認知行動モ
デルに基づく
○加藤寛治（文科
省・科学技術政策
研）

2D11
環境配慮型製品に
おける意味的価値と
普及戦略
○大内紀知，横田祐
美（青山学院大）

2E11
対中品目別輸出入
量とその単価の変動
○若生彦治（国際印
刷大）

2F11
組織の知識吸収能
力の遷移を記述した
知識相異性表現法
の提案─有機TFT
研究組織の事例分
析─
○大西俊暢，杉原太
郎，井川康夫（北陸
先端科学技術大学
院大）

2G11
研究評価報告書に
記載された論文リスト
の分析
○山本佳子，吉村大
輔，竹下　満
（NEDO）

2H11
自動車部品の意匠
保護に関する一考
察
○伊藤圭祐（東京理
科大）

2I11
医療サービスサイエ
ンスに基づいた医療
専門職教育における
事例教材のアーカイ
ブ方法論の提案
○神山資将（知識環
境研究会），池田
満，山崎友義，崔
亮（北陸先端科学技
術大学院大）

11:45

2I09
国際産学連携を志
す若手研究者のた
めの実践的英語プレ
ゼンテーション講習
会
○加藤浩介，松橋俊
彦，ベーリン・クリス
チャン（大阪大），安
藤茂彌
（VentureAccess），
橋本千賀
（Gallasus），谷本親
伯，正城敏博（大阪
大）

2H09
F ターム「目的」調査
に基づいた企業の
研究開発マネジメン
ト動向把握に関する
提案
○西平守秀（立命館
大）

2G09
米国特許における非
特許引用の分析とそ
の政策評価に対する
含意
○調麻佐志（東工
大）

11:00~12:00

「研究 技術 計画」誌
への論文投稿のすゝ
め
○江藤　学（一橋大）

査読論文の作法：文
系の場合
○安本雅典（横国
大）

学術論文の書き方
─論文の採択率を
上げるためにできる
こと─
○梶川裕矢（東大）

良い研究を良い論
文に
○熊田　憲（東北大）

2F09
情報通信企業にお
ける設計開発知の成
長モデル
○山下智規，井川康
夫，小坂満隆，杉原
太郎（北陸先端科学
技術大学院大）

2E09
国際貿易にみる半
導体製造装置産業
の発展と競争力
○近藤章夫（法政
大）

2D09
ものづくり中小企業
による新市場・新製
品開発の成功要因
─ＭＯＴ人材の育成
が鍵─
○名取　隆（立命館
大），山本　聡（機会
振興協会）

2C09
発表中止

2B09
生命基礎研究のベ
ンチャーによる事業
化へのリアルオプ
ション応用について
○藤原孝男（豊橋技
術科学大）

※ 各会場の講演番号、講演題目及び講演者の項目は各講演要旨へリンクしています。但し、リンクされない項目もあります。 
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10月10日（日） 11:45~13:15

Ｂ会場 Ｃ会場 Ｄ会場 Ｅ会場 Ｆ会場 Ｇ会場 Ｈ会場 Ｉ会場 J会場

11:45 2B12
討論

2D12
中国のレアメタル採
掘・開発に伴う環境
問題へのリアル・オ
プション応用─中小
企業の観点から─
○高　娃，藤原孝男
（豊橋技術科学大）

2E12
地域産業クラスター
の成功要因及び促
進政策に関する調
査研究─中国大連
高新技術産業園区
を例に
○趙　偉琳（早大）

2F12
パブリックセクターに
おける効果的なイノ
ベーション推進手法
─DMV開発のモデ
ルケース─
○矢野博之（財務
省）

2G12
討論

2H12
写真の著作物の創
作性に関する一考
察
○梅津　薫（東京理
科大）

12:00

12:15 休憩

一般講演
評価①

一般講演
科学技術政策と政策論

一般講演
技術経営④

一般講演
国際競争力・産業競争
力③

一般講演
〈ホットイシュー〉
グローバル化時代にお
ける産業の国際展開と
人材育成①

一般講演
〈ホットイシュー〉
『科学技術イノベーショ
ン政策の科学』の推進
⑤

一般講演
ナショナル・イノベーショ
ン・システム①

一般講演
女性と科学・技術

一般講演
技術経営⑥

座長　林 　隆 之 座長　富 澤 宏 之 座長　久 保 元 伸 座長　近 藤 章 夫 座長　桑 原 　裕 座長　梶 川 裕 矢 座長　伊 藤 善 夫 座長　武 田 康 嗣 座長　田 原 敬一郎

13:00 2B13
エビデンス・ベース
のJST事業成果可視
化（1）
○治部眞里，橋本定
幸，山崎雅和（科学
技術振興機構）

2C13
OECDイノベーション
戦略の概要と我が国
の科学技術政策へ
の示唆
○下田隆二（東工
大）

2D13
変革を捉える事業経
営（その１）
○坂下誠司（パナソ
ニック），犬伏裕之
（東芝），伊原木正裕
（横河電機），永田淳
次（沖電気），平林裕
治（清水建設／北陸
先端科学技術大学
院大），光岡正秀（ソ
ニー），吉川高正（パ
イオニア），阿部仁志
（科学技術と経済の
会）

2E13
ドコモとノキアの携帯
電話における製品進
化軌道の比較
○吉田　廣，渡辺
孝（芝浦工大），児玉
文雄，加納新吾（東
大）

2F13
ものづくり企業のグ
ローバル人事と人材
─中国日系企業の
中間管理層処遇を
めぐる論点からの一
考察
○佐藤秀治，黒田和
光（日本生産性本
部）

2G13
研究開発投資の費
用対効果の定量的
検討─重点４分野の
比較と国際比較─
○中山智弘，田中一
宜（科学技術振興機
構）

2H13
イノベーションをどう
捉えるか：ミクロ・レベ
ルでの測定法の枠
組みに関する提案
○伊地知寛博（成城
大／文科省・科学技
術政策研）

2I13
歴史の中の女性技
術者
○小林信一（筑波
大）

2J13
日本的イノベーショ
ン・マネジメント（日
本型MOT）の特徴─
日本企業のための
ＭＯＴ─
○田辺孝二（東工
大），出川　通（テク
ノ・インテグレーショ
ン）

13:15

※ 各会場の講演番号、講演題目及び講演者の項目は各講演要旨へリンクしています。但し、リンクされない項目もあります。 
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10月10日（日） 13:15~14:00

Ｂ会場 Ｃ会場 Ｄ会場 Ｅ会場 Ｆ会場 Ｇ会場 Ｈ会場 Ｉ会場 J会場

13:15 2B14
エビデンス・ベース
のJST事業成果可視
化（2）
○治部眞里，橋本定
幸，山崎雅和（科学
技術振興機構）

2C14
国の研究開発事業
における科学技術企
画活動の効率的手
法─韓国の事例を
中心に─
丁　槿夏，○都　桂
薫（韓国科学技術企
画評価院）

2D14
変革を捉える事業経
営（その２）
○坂下誠司（パナソ
ニック），犬伏裕之
（東芝），伊原木正裕
（横河電機），永田淳
次（沖電気），平林裕
治（清水建設／北陸
先端科学技術大学
院大），光岡正秀（ソ
ニー），吉川高正（パ
イオニア），阿部仁志
（科学技術と経済の
会）

2E14
クラウド時代に向け
た大手SI企業の新パ
ラダイム考─
“FREE”モデル適用
による─
○高橋　浩（宮城大）

2F14
外国人研究開発者
の雇用と戦略的活用
○福谷正信（立命館
アジア太平洋大）

2G14
地域における科学技
術イノベーション政
策が成果を挙げるた
めの条件に関する一
考察
○新川雅之（東北公
益文科大）

2H14
イノベーション論の
批判的検討および
新たなイノベーション
の方向性の提示─
企業の新製品開発
のためのイノベー
ションの方向性─
○姜　英美（明治大）

2I14
女性工学系研究者・
技術者が活躍してい
る分野・活躍が期待
される分野
○椿美智子，村瀬

諒（電気通信大） 

2J14
日本的イノベーショ
ン・マネジメント（日
本型MOT）の特徴─
日本型「イノベーショ
ンのジレンマ」─
○田辺孝二（東工
大），出川　通（テク
ノ・インテグレーショ
ン）

13:30 2B15
NEDOプロジェクト終
了後における実用
化・事業化の成功・
中止要因に関する
考察
○福井和生，山下
勝，真鍋洋介，吉田
准一，吉村大輔，竹
下　満（NEDO）

2C15
競争的資金制度に
おける中間機関の機
能
○吉澤　剛，西村由
希子（東大），田原敬
一郎（未来工研），安
藤二香（科学技術振
興機構）

2D15
変革を捉える事業経
営（その３） サービス
イノベーション
○平林裕治（清水建
設／北陸先端科学
技術大学院大），坂
下誠司（パナソニッ
ク），犬伏裕之（東
芝），伊原木正裕（横
河電機），永田淳次
（沖電気），光岡正秀
（ソニー），吉川高正
（パイオニア），阿部
仁志（科学技術と経
済の会）

2E15
電気電子・情報通信
分野の研究開発に
おける日本の変化と
その内訳分析
○野村　稔，白川展
之，奥和田久美（文
科省・科学技術政策
研）

2F15
外国人をキーパーソ
ンとするグローバル
市場戦略─立命館
アジア太平洋大学創
立10年周年からの提
言─
○難波正憲（立命館
アジア太平洋大）

2G15
地域における科学技
術イノベーション政
策の評価指標確立
に向けた一考察
○新川雅之（東北公
益文科大）

2H15
PT（Personal
Transportation）市場
創出の可能性につ
いての考察─
Segweyの発明とこれ
までの普及事例から
─
○矢野博之（財務
省）

2I15
「働きの“質”」の管理
について
○玄間千映子（アル
ティスタ人材開発研
究所）

2J15
日本的イノベーショ
ン・マネジメント（日
本型MOT）の特徴
（３）─日米欧韓中の
技術、市場環境の相
対比較と実践課題に
ついて─
○出川　通（テクノ・
インテグレーショ
ン），田辺孝二（東工
大）

13:45 2B16
NEDOプロジェクトに
おける費用対効果に
関する一考察─
「NEDOインサイド製
品」に関する調査結
果の概要─
○真鍋洋介，山下
勝，宍戸沙夜香，福
井和生，吉田准一，
吉村大輔，竹下　満
（NEDO）

2C16
競争的資金の複数
年度使用を可能に
する方策の比較検
討
○茶山秀一（文科
省・科学技術政策
研）

2D16
サービスベースの統
合型モデルによるイ
ノベーションの創出
○城村麻理子（東芝
ソリューション），鈴木
浩（GEエナジー）

2E16
電子ブック事業の日
米技術覇権競争─
日本は何故，米国に
逆転されたのか─
○山本尚利（早大）

2F16
グローバル化時代の
展開戦略とリーダー
人材の育成
○旭岡勝義（社会イ
ンフラ研究センター）

2G16
中国におけるエコシ
ティの建設とその特
徴
○松澤孝明，趙　晋
平，単　谷（科学技
術振興機構）

2H16
科学技術予測にみ
るライフイノベーショ
ンの推進の方策
○重茂浩美，関根
進（文科省・科学技
術政策研）

2I16
日本初の女性理学
博士は誰か？─保
井コノについて─
○吉祥瑞枝（JWSE）

2J16
日本的イノベーショ
ン・マネジメント（日
本型MOT）の特徴
（４）─企業規模別
MOTの実践プロセス
の課題と対応方向─
○出川　通（テクノ・
インテグレーショ
ン），田辺孝二（東工
大）

14:00

※ 各会場の講演番号、講演題目及び講演者の項目は各講演要旨へリンクしています。但し、リンクされない項目もあります。 
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10月10日（日） 14:00~14:45

Ｂ会場 Ｃ会場 Ｄ会場 Ｅ会場 Ｆ会場 Ｇ会場 Ｈ会場 Ｉ会場 J会場

14:00 2B17
NEDO プロジェクト
から発生した派生技
術に関する分析
○吉田准一，福井和
生，山下　勝，吉村
大輔（NEDO），江藤
学（一橋大），竹下
満（NEDO）

2C17
発表中止

2D17
サービス価値共創の
段階的枠組みの洗
練化と拡張可能性─
各種サービス価値へ
の適用をめぐって─
○中村孝太郎
（イー・クラフト／北陸
先端科学技術大学
院大），五嶋正風（リ
クルート・ワークス研
究所）

2E17
地球温暖化防止に
おける「セクトラル・ア
プローチ」普及過程
の産業間差異と技術
の果たす役割
○本多清之，井川康
夫（北陸先端科学技
術大学院大）

2F17
国際的知財アフェ
ア・プロフェッショナ
ルの育成事例研究
○菊池純一（青山学
院大）

2G17
幹細胞研究と再生
医療をめぐる公共空
間
○標葉隆馬（京大／
日本学術振興会）

2H17
生物の断続平衡進
化とイノベーション
○弘岡正明，山田保
治（京都工芸繊維
大）

14:15 2C18
宇宙基本法による宇
宙開発利用推進の
再考
○熊田　憲（東北大）

2D18
ITサービス産業のビ
ジネスモデルと経営
戦略の分析
○馬場達也，長田
洋（東工大）

2E18
太陽電池産業の
アーキテクチャ-と競
争力：半導体，液晶
との比較研究
○中田行彦（立命館
アジア太平洋大）

2F18
討論

2G18
討論

一般講演
ナショナル・イノベーショ
ン・システム②

一般講演
人材問題

座長　伊地知 寛 博 座長　妹 尾 堅一郎

14:30 2B19
研究者の評価モチ
ベーションを考慮し
た研究活動情報
データベースの構築
○大関芳沖，坂川信
昭，戸嶋忠良（水産
総合研究セン
ター），昇　博也，岸
田邦裕（三菱スペー
ス・ソフトウェア），関
弘美（農水省）

2C19
国立高等専門学校
の将来像について
─中央教育審議会
答申、第二期中期計
画を受けた高度化再
編─
○渡部順一（東北工
大）

2D19
金融情報システム開
発におけるラディカ
ルイノベーション対
応に果たす技術企
画スタッフの役割
○成瀬　博，杉原太
郎，井川康夫（北陸
先端科学技術大学
院大）

2H19
東南アジアの科学技
術・イノベーション政
策とその経済的・社
会的背景─東南ア
ジア５カ国を比較し
て─
○チャップマン純
子，林　幸秀（科学
技術振興機構）

2I19
勤務医の研究ニー
ズの分析
○伊藤裕子（政策研
究大学院大／文科
省・科学技術政策
研）

14:45

2B18
日本の水産研究に
おける国際ベンチ
マーク調査に関する
考察─Web of
Scienceを用いた論
文数の把握と比較対
象機関の選定─
○髙野正嗣（水産総
合研究センター），
伊藤智子，細羽見喬
（農水省），大関芳沖
（水産総合研究セン
ター）

※ 各会場の講演番号、講演題目及び講演者の項目は各講演要旨へリンクしています。但し、リンクされない項目もあります。 
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10月10日（日） 14:45~15:45

Ｂ会場 Ｃ会場 Ｄ会場 Ｅ会場 Ｆ会場 Ｇ会場 Ｈ会場 Ｉ会場 J会場

14:45

一般講演
評価②

一般講演
メトリクス

一般講演
技術経営⑤

一般講演
公的資金配分機関のマ
ネジメント（前半）
科学技術のグローバリ
ゼーション（後半）

一般講演
〈ホットイシュー〉
グローバル化時代にお
ける産業の国際展開と
人材育成②

一般講演
戦略形成

座長　谷 口 邦 彦 座長　下 田 隆 二 座長　西 村 由希子 座長　熊 田 　憲 座長　菊 池 純 一 座長　山 本 尚 利

15:00 2B21
研究戦略に基づく構
成的な研究評価
（Ⅱ）
○小林直人（早大），
中村　修（長崎県），
大井健太（産総研）

2C21
学際研究の実施は
研究者の生産性に
どのように影響する
か
○清川朝日（筑波
大），鈴木崇史（東洋
大），芳鐘冬樹（筑波
大）

2D21
公的研究に対する
発明者の評価─バイ
オ・製薬企業に着目
した分析
○齋藤裕美，隅藏康
一（政策研究大学院
大）

2E21
財政金融政策およ
び公的金融による
ファイナンスシステム
安定化に関する一
考察
○亀谷祥治（日大）

2F21
オープン・イノベー
ションの課題と対応
○桑原　裕（GVIN）

2G21
差別化戦略のため
の俯瞰解析法
○中村達生（創知）

2H21
ロシアにおける高等
教育機関の研究開
発機能強化とイノ
ベーション創出に向
けた取り組み
○石川純子，林　幸
秀（科学技術振興機
構）

2I21
自然科学系を専門と
する女性大学教員
のキャリアパス分析
加藤真紀，○星越明
日香（文科省・科学
技術政策研）

15:15 2B22
国立大学法人評価
における評価目的・
評価モデルの多重
性と評価方法の受容
性
○林　隆之，齋藤聖
子，田中弥生（大学
評価・学位授与機
構）

2C22
科学論文を引用する
ことは特許の影響力
を増大させるか
○富澤宏之（文科
省・科学技術政策
研）

2D22
M&Aに伴う製品開発
組織の知識統合
○堀江宣裕，杉原太
郎，井川康夫（北陸
先端科学技術大学
院大）

2E22
NEDOの省エネル
ギー革新技術開発
事業における研究開
発の段階的な支援
に関する考察
遠藤勇徳，○田嶋咲
子（NEDO）

2F22
オープン・イノベー
ションの事例と分析
○桑原　裕（GVIN）

2G22
新たな事業モデル
構築時代の成功戦
略の策定手法
○旭岡勝義（社会イ
ンフラ研究センター）

2H22
フランスの科学技
術・イノベーション政
策と国債を原資とし
た研究開発投資
○津田博司，林　幸
秀（科学技術振興機
構）

2I22
アカデミックキャリア
パスと研究環境に関
する分析─世代と研
究分野による相異─
○齋藤経史（文科
省・科学技術政策
研），中務貴之（日本
総研）

15:30 2B23
大学の業績評価に
おける論文の生産性
○伊藤裕子（文科
省）

2C23
引用特許の多様性と
被引用数の関連性
に関する研究
○鈴木　裕，清川朝
日，芳鐘冬樹（筑波
大）

2D23
包括利益概念を導
入した後の研究開発
費レシオの検討
○三好　出（立正大）

2E23
NEDOナノテクノロ
ジー・材料技術開発
における研究開発実
施体制の分析と考察
（「ナノテク・先端部
材実用化研究開発」
事例分析）
○半沢弘毅，木内
茂，山田宏之
（NEDO）

2F23
共同研究ネットワー
クの継続性─国際移
動の影響─
○村上由紀子（早
大）

2G23
我が国におけるソフ
トパワー戦略
○原田大靖（東京理
科大）

2H23
韓国における李明博
政府の科学技術政
策
○鄭　元泳，林　幸
秀（科学技術振興機
構）

2I23
大学入試前後の創
造性評価値の変化
特性
○櫻井敬三（金沢星
稜大）

15:45

2H20
環境先進都市ドイ
ツ・フライブルグ市の
取り組みと日本の取
り組みの比較
○高野良太郎，林
幸秀（科学技術振興
機構）

2I20
スター研究者のキャ
リアパスにおける国
際比較
○加藤真紀（文科
省・科学技術政策
研）

※ 各会場の講演番号、講演題目及び講演者の項目は各講演要旨へリンクしています。但し、リンクされない項目もあります。 
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10月10日（日） 15:45~16:45

Ｂ会場 Ｃ会場 Ｄ会場 Ｅ会場 Ｆ会場 Ｇ会場 Ｈ会場 Ｉ会場 J会場

15:45 2B24
新たな価値をプロ
デュースする力に関
する考察
○石塚隆男（亜細亜
大）

2C24
研究機関シソーラス
の構築とそれに基づ
く大学の研究活動の
定量的評価
○山下泰弘（山形大
／文科省・科学技術
政策研），林　隆之
（大学評価・学位授
与機構）

2D24
企業サステナビリティ
を促進する次世代バ
ランスト・スコアカード
○杉山大輔，杉原太
郎，井川康夫（北陸
先端科学技術大学
院大）

2E24
戦略立案手段として
のForesight につい
て
○治部眞里，福田佳
也乃，嶋田一義，有
本建男（科学技術振
興機構）

2F24
アジアの課題解決に
向けたハイブリッド技
術経営の考察
○福田佳也乃（科学
技術振興機構），渡
辺千仭（東京成徳大
／シンガポール国立
大）

2G24
スマートフォンの出
現による情報通信企

業への影響 ─イベ
ントスタディによる示
唆─
○寺田真一郎（東
大）

2I24
IT サービスマネジメ
ント人材育成におけ
る産官学の現状と課
題
○本田祐吉（エヌア
イシー・ネットシステ
ム）

16:00 2B25
基礎科学研究の追
跡評価─研究室の
活性度と外部レ
ビュー
○柳澤和章（日本原
子力研究開発機構）

2C25
サイエンスマップに
みる科学の流れ
○阪　彩香，伊神正
貫（文科省・科学技
術政策研）

2D25
ファミリービジネスに
おけるラディカル・イ
ノベーション創出戦
略
○難波正憲（立命館
アジア太平洋大）

2E25
国際研究交流に関
する大規模アンケー
ト調査の国際研究交
流支援事業運営へ
の適用
○宇佐見健，波羅
仁，高杉秀隆（科学
技術振興機構）

2F25
ウェブサイトを通じた
国際化戦略と人材育
成─プロ野球リーグ
の事例から─
○藤原哲郎（早大）

2I25
科学技術コミュニ
ケーション人材の能
力・スキルに関する
調査研究
○上野伸子（未来工
研）

16:15 2B26
欧州委員会における
インパクト・アセスメン
トの展開動向に関す
る考察
○野呂高樹（未来工
研）

2C26
ネットワーク指標を用
いた高い継続性や
波及効果を持つ研
究領域の探索，サイ
エンスマップの活用
事例
○伊神正貫，阪　彩
香（文科省・科学技
術政策研）

2D26
ソーシャル・イノベー
ションの戦略と社会
性の評価
○高　玲（亜細亜大）

2E26
科学知識生産の世
界地図の刷新
○富澤宏之（文科
省・科学技術政策
研）

2F26
討論

16:30 2D27
市場原理が働かな
い公的分野における
効果的な知識移転
手法の一考察─平
和展示資料館の知
識移転の事例と技術
経営への応用可能
性─
○矢野博之（財務
省）

16:45

※ 各会場の講演番号、講演題目及び講演者の項目は各講演要旨へリンクしています。但し、リンクされない項目もあります。 
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